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1. われわれは現在まで各種合成繊維の汚染性につい

て実験してきて,SDS,ABS 水溶液中に分散したカー

ボンブラック汚染液における，これら繊維の汚染におよ

ぼすビルダーの影響を明らかにした。実際の洗浄におけ

る温度の影響はかなり重要であることから，今回は汚染

におよぼナ温度の影響をとり上げ検討することとした。

2.　用いた繊維試料はモメン， ナ イ ロ ン，アクリル

（カシミロン）,ポ リエステル（テトロン）およびポリプ

ロピレンの白布で，汚染液は0.2％Na-ABS に0.01% の

割合のカーボンブラックを分散したものである。ビルダ

ーは無機ビルダーとしてNa^SO, ，NajPaOio  （いずれも

実験濃度0.05 ～0.4% ）,有機ビルダーとしてCMC  （ セ

ロゲン3H, 実験濃度0.01 ～0.4% ）を使用し た。汚染

は洗浄試験機中で行ない，温度は20°C, 40 °C, 80°Cとし

た。汚染液中のカーボンブラックの分散度は光学密度測

定によった。

3.　 ビルダーを添加しない，あるいは添加した汚染液

中での各繊維の汚染は一般に汚染温度が高くなると，促

進される。しかしモメンは温度による影響 は 少 ない。

NazSOi ，NasPaOio などの無機ビルダーが汚染を促進す

ることは既報の実験と同じであるが,   CMC は繊維の種

類，その使用濃度により影響が異なる。しかし無機ビル

ダーと比較すると，繊維により，また使用濃度によって

は汚染を防止する効果があらわれている。また分散との

関連もみられる。


